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　（独）農業環境技術研究所では、1959年

から、農作物や農耕地土壌に含まれる放射

性物質の長期モニタリングを続けています。

この間、チェルノブイリ事故やJCO事故の

際には、緊急放射能調査を実施しました。

本年3月の東京電力福島第１原子力発電所

事故においても、事故直後から政府の協力

要請を受けて原発周辺県の農産物や農耕地

土壌の放射性物質の濃度を順次測定・報告し、そ

の結果は農作物の出荷制限や稲の作付け制限に関

する考え方に活用されています。原発事故より数

ヶ月が経過し、今後の営農作業を考える上で、農

耕地の放射能汚染の実態を明らかにし、汚染土を

浄化することが差し迫った課題となっています。

そこで、農環研では、農耕地の放射能汚染に関す

るこれまでの研究をレビューするとともに、今回

の原発事故に起因する農耕地土壌の放射能汚染の

実態等について紹介し、農作物汚染の軽減策や汚

染土壌の浄化等について議論する目的で、農林水

産省の後援を得て、第34回農業環境シンポジウム

を開催しました。

　10月7日（金）13時30分から、新宿明治安田

生命ホールで開催した本シンポジウムには、民間

企業や都道府県関係者をはじめ、300名を越える

方々にご参加いただき、会場はほぼ満席となりま

した。

　宮下理事長の開会挨拶に続き、基調講演「放射

性物質の農耕地への影響：放射生態学の視点から

考える」では、学習院大学理学部の村松康行教授が、

放射性セシウムの土壌から水稲への移行、新茶や

果樹への移行経路、山菜やきのこへの移行、生態

系での挙動について紹介しました。放射性セシウ

ムの土壌から水稲への移行については、黒ボク土

の方が灰色低地土より移行しやすいことを示した

上で、灰色低地土は、セシウムを吸着しやすい粘

土鉱物を多く含んでいるのに対し、黒ボク土は、

有機物（腐植質）の含有量が多いため、セ

シウムがそれほど強く吸着しておらず、

根を通じて取り込まれやすい傾向にある

と報告。また、放射性セシウムの農作物

への移行経路について、これまで、土壌

からの取り込みが主であると考えられて

いたが、新茶や果樹などでは、葉や樹皮

に着いたものが転流によって新芽や実の

部分に移行することがあるなど、作物の

種類、土壌の種類、生育環境などにより、

大きく異なる可能性があることを指摘し

ました。

第３４回農業環境シンポジウム
「放射性物質による土壌の汚染―現状と対策―」
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谷山研究コーディネータによる講演
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第 34回農業環境シンポジウム「放射性物質による土壌の汚染̶現状と対策̶」

　その後、当研究所の木方展治上席研究員が「農作

物や農耕地土壌中の放射性物質の長期モニタリン

グ」について、藤原英司主任研究員が「放射性物質

の大気から土壌への移行」について、（財）環境科学

技術研究所の塚田祥文主任研究員が「土壌から作物

への放射性核種の移行」について、当研究所の谷山

一郎研究コーディネータが「原発事故に起因する農

地土壌汚染の実態と対応」について、これまでの研

究による知見や汚染実態の把握状況などを紹介し

ました。その中で、塚田主任研究員は、土壌－作

物系における放射性セシウムの挙動を明らかにす

るため、土壌中での存在形態、土壌から植物へ移

行可能な画分（可給態）、可給態の継時的な変化、

および土壌から作物への移行について、大気圏核

実験に由来する放射性セシウム（137Cs）を調査・分

析した結果を報告。白米、ヌカ（糠）、モミガラ（籾

殻）、ワラ（藁）、根などイネの部位別に放射性セ

シウム濃度を測定した結果から、白米中で最も低

く、ヌカで最も高い値を示すなど、白米を除く非

可食部に大部分の放射性セシウムが含まれること

などを示しました。そして、土壌に沈着した放射

性セシウムは時間の経過とともに土壌により強く

吸着し、植物への移行率は急速に減少して、沈着

から数年後以降にはおおむね一様な移行率になる

と考えられるが、土壌中に放射性セシウムが存在

する間は、わずかながら農作物へ移行すると指摘

しました。なお、当研究所の3名の報告については、

以下の記事をご参照ください。

　パネルディスカッションでは、会場から多くの

質問が寄せられ、①放射性物質による汚染の実態、

②土壌から作物への移行、③除染対策に分けて質

疑応答がなされました。アンケートでは、現時点

では除染等の具体的な対策に資する研究が重要と

の意見が散見されたものの、大半は「これまで断片

的だった情報や知見を整理できた」など、時宜を得

た内容で参考になったとの意見でした。また、一

定の研究成果が得られた段階で、来年再度、同様

のシンポジウムを開催して欲しいとの要望が多く

寄せられました。

 （企画戦略室長　井手　任）

パネルディスカッションのようす
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